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山室軍平 

─ 良心の実践者 ─ 
 
日本の社会福祉の黎明期、この分野における先駆的な貢献をなした人物に山室軍

平（1872-1940）がいます。同志社で学び、後に日本救世軍の発展にも尽力した
山室軍平に光をあてることによって、「良心の実践」について共に理解を深めて

いきたいと思います。彼の生涯を描いた映画『母の願い～地の塩「山室軍平」』

を製作した映画監督・東條政利氏を招き、多面的に彼の生き様に迫っていきます。 

● 日時：2016年11 月25 日（金）16:40 ─ 18:40 

● 場所：同志社大学 今出川キャンパス 

     同志社礼拝堂 

● 講演：木原活信 

    （同志社大学 社会学部教授） 

     東條政利（映画監督） 

 
	 司会：小原克博（同志社大学 神学部 教授、良心学研究センター長） 

 コメンテーター：和田喜彦（経済学部 教授）、川満直樹（商学部 教授） 

 

 

■ 問い合わせ	 同志社大学	良心学研究センター 

	  E-mail : rc-csc@mail.doshisha.ac.jp	 	 http://ryoshin.doshisha.ac.jp 
良心を世界に─良心を覚醒させる知の連携と知の実践	 良心学研究センターは、現代

世界における「良心」を考察し、その応用可能性・実践可能性を探求することを通じて、学際

的な研究領域として「良心学」を構築し、さらにその成果を国内外に発信し、新たな学術コミ

ュニティを形成することを目的としています。 

入場無料・事前申込不要 
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